
２
０
１
６
年
度
予
算
編
成
に
向
け

�

政
策
要
望
を
提
出

　

自
公
政
権
の
暴
走
政
治
は
、

地
方
自
治
体
に
も
向
け
ら
れ
、

地
方
交
付
税
と
補
助
金
な
ど
で

政
府
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
や
す

い
仕
組
み
を
強
め
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
、
各
自
治
体
に
人
口

減
少
と
地
方
の
衰
退
を
食
い
止

め
る
た
め
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
策

定
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の
狙
い
は

行
政
が
担
っ
て
き
た
、
医
療
・

福
祉
・
教
育
・
文
化
な
ど
に
企

業
が
参
入
し
や
す
く
す
る
こ
と

や
施
設
の
統
廃
合
な
ど
で
自
治

体
間
競
争
を
煽
り
、
国
や
地
方

自
治
体
の
責
任
を
後
退
さ
せ

て
、
住
民
福
祉
・
サ
ー
ビ
ス
を

削
減
す
る
こ
と
で
す
。

　

本
来
、
地
方
自
治
体
の
役
割

は
、
国
の
悪
政
か
ら
の
防
波
堤

と
な
っ
て
、
住
民
の
生
活
と
福

祉
を
守
り
、
向
上
さ
せ
る
こ
と

で
す
。

　

党
市
議
団
は
昨
年
11
月
、
憲

法
と
地
方
自
治
の
精
神
に
立

ち
、
市
民
生
活
の
応
援
を
基
本

◆
事
業
を
行
う
際
は
市
民
の
意

見
を
よ
く
聞
き
反
映
さ
せ
る

◆
健
や
か
な
成
長
を
保
障
す
る

教
育
の
推
進

◆
保
育
や
児
童
ク
ラ
ブ
の
体
制

充
実

◆
反
貧
困
・
人
間
ら
し
い
暮
ら

し
の
支
援

◆
安
心
で
き
る
介
護
・
医
療
制

度
の
充
実

に
し
た
市
政
へ
の
転
換
を
求
め

て
、
２
０
１
６
年
度
の
予
算
編

成
に
向
け
た
政
策
要
望
を
市
長

に
提
出
し
ま
し
た
。

◆
障
が
い
者
の
権
利
を
保
障
す

る
取
り
組
み

◆
地
域
循
環
型
の
経
済
施
策
の

推
進

◆
公
共
交
通
の
充
実

◆
市
民
と
の
協
力
に
よ
る
ご
み

減
量

◆
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

�

な
ど
。

住民の命を守る対策を
石山市営住宅　党市議団が緊急申し入れ

腐
食
、
2
階
ベ
ラ
ン
ダ
落
下
の
危

険
な
ど
住
民
か
ら
多
く
の
不
安
の

声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
市
は
連

絡
が
あ
れ
ば
修
理
し
て
い
る
と
言

い
ま
す
が
、
応
急
の
修
理
で
対
応

出
来
る
限
度
を
超
え
て
お
り
、
特

に
ガ
ス
漏
れ
は
大
惨
事
に
つ
な
が

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

党
市
議
団
は
、
た
だ
ち
に
全
戸

の
ガ
ス
漏
れ
検
査
を
行
う
こ
と
、

不
具
合
が
な
い
か
市
が
点
検
・
修

理
す
る
こ
と
を
申
し
入
れ
。
市

は
、
ガ
ス
漏
れ
検
査
の
実
施
と
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
緊
急
性
の
あ

る
と
こ
ろ
か
ら
修
理
す
る
と
回
答

し
ま
し
た
。

　

財
源
不
足
を
理
由
に
建
替
え
が

延
期
さ
れ
て
き
た
石
山
団
地
。
修

理
は
も
ち
ろ
ん
、
一
刻
も
早
い
建

替
え
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

　

「
ガ
ス
が
漏
れ
て
た
、
怖
く
て

住
ん
で
ら
れ
へ
ん
」。

　

市
営
住
宅
・
石
山
団
地
は
既
に

耐
用
年
数
を
超
え
、
老
朽
化
が
進

み
、
ガ
ス
漏
れ
の
他
、
床
や
壁
の

　
福
祉
、
医
療
、
子
育
て
、
教
育
、
地
域
経
済
、
雇
用
、

安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
、
環
境
保
全
な
ど
市
政
全
般

に
わ
た
り
要
望
し
ま
し
た
。

　
党
市
議
団
は
、要
望
を
具
体
的
に
実
現
さ
せ
る
た
め
、市

民
の
み
な
さ
ん
と
共
同
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇�

政
策
要
望
の
全
文
は
、党
市
議
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

冊
子
も
ご
ざ
い
ま
す
。

市
長
に
要
望
す
る
党
市
議
団

写
真
提
供
：
滋
賀
民
報
社

憲法を生かし、福祉・暮らし応援の
� 市政を進める年に

【主な要望】

　新しい年が始まりました。昨年は、安倍自公政権が国民の声を無視して
憲法違反の戦争法（安保法制）を強行成立させましたが、それに対し、か
つてない国民の反対運動が広がりました。
　党市議団は今年も市民のみなさんと力を合わせて、憲法と平和、民主主
義を守り、市民一人ひとりが大切にされる市政の実現にがんばります。

大津市御陵町３－１（市役所内）
TEL：077－528－2842
FAX：077－524－5613

大津市会議員団
市会報告

2016年冬季号
info@otsu-jcp.net
ご意見・ご要望をお寄せください。

検 索大津　共産党

2015年11月通常会議版
（会期：11月30日～12月22日）




